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基本作業－453開放前のポンプケーシング内圧確認
機器の補修や交換、工事等で内圧を系外及び大気へ放出することは、意外に多く行われる作業です。この時、内圧の確認をおこたり、内容物の飛散等によりおもわぬケガが発生している。

揮発性の液体が内部に残っていると脱圧したつもりでも、再び、蒸発で圧を持つことがある。
【事　例】

ポンプの整備
バーチカルのC4ポンプのメカニカルシールを補修のため、フレアーへ減圧、PGは “0”になったので、整備作業を許可し、ケーシングフランジを外したところC４のガスが吹き出した。冬場でC４の液がベーパーライズしてなく、ケーシング内に残っていた。
こうした場合は、窒素ガスでパージリプレースを行う。
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